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北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

銅
メ
ダ
リ
ス
ト

宮み

や

し

た下 

純じ

ゅ

ん

い

ち一
氏 

来
島
！！

特 集
　

8
月
18
日
（
木
）
～
8
月
21
日

（
日
）
の
4
日
間
、
徳
之
島
交
流
ひ

ろ
ば
「
ほ
ー
ら
い
館
」
に
て
、
夏

休
み
短
期
水
泳
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
教
室
等
が
満
足

に
開
催
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

様
々
な
感
染
リ
ス
ク
へ
の
対
策
を
講

じ
た
う
え
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、

島
内
各
地
か
ら
幅
広
い
年
代
の
み
な

特
別
講
演
会

さ
ま
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
鹿
児
島
県
水
泳
連
盟
、

奄
美
水
泳
連
盟
の
ご
協
力
の
も
と
、

鹿
児
島
出
身
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
、
宮
下
純
一
氏

を
お
招
き
し
て
、
20
日
（
土
）
午

前
11
時
か
ら
「
特
別
講
演
会
」
を
行

い
、
午
後
か
ら
は
、「
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
レ
ッ
ス
ン
会
」
と
し
て
水
泳
教
室

の
各
ク
ラ
ス
に
指
導
者
と
し
て
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

宮
下
さ
ん
は
、
幼
少
期
か
ら
の

水
嫌
い
を
克
服
す
る
た
め
に
、
ス

イ
ミ
ン
グ
教
室
に
通
い
、
5
年
後

に
は
全
国
大
会
ま
で
出
場
す
る
こ

と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
水
泳
で
ト
ッ
プ
を
目
指

す
に
は
い
ろ
ん
な
葛
藤
が
あ
っ
た

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
当
時
の
動
画
と

そ
の
当
時
の
心
情
な
ど
を
細
か
く

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
、
中
学
生
時
代
の
恩
師
と
出
会
っ

て
「
壁
は
超
え
ら
れ
る
人
間
に
訪

れ
る
。
俺
は
お
ま
え
が
超
え
ら
れ

る
と
こ
ろ
を
見
た
い
」
と
い
う
言

葉
が
あ
っ
て
、
水
泳
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で

出
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
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開
催
の
目
的

教
室
内
容

　

短
期
間
の
集
中
授
業
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
泳
げ
な
い
、
水
が
怖

い
な
ど
の
苦
手
克
服
と
、
泳
法
習

得
を
目
的
と
す
る
方
の
泳
力
向
上

に
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
に
あ
る
室
内
プ
ー

ル
で
連
続
4
日
間
の
教
室
を
行
う

こ
と
で
身
近
に
水
泳
の
体
験
が
で

き
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
い
ま

し
た
。

　

3
つ
の
ク
ラ
ス
（
初
心
者
、基
礎
、

上
級
者
）
に
分
け
、
各
ク
ラ
ス
60

分
ず
つ
の
教
室
を
４
日
間
連
続
で

行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
泳
力
認
定
テ
ス

ト
を
行
い
、
各
ク
ラ
ス
ご
と
に
、

練
習
し
た
成
果
を
タ
イ
ム
で
競
い

合
い
ま
し
た
。

●
初
心
者
コ
ー
ス
29
名

　

・
3
歳
～
小
学
校
1
年
生

●
基
礎
コ
ー
ス
31
名

　

・
小
学
校
1
年
生
～
6
年
生

●
上
級
者
コ
ー
ス
5
名

　

・
中
学
校
2
年
生
～
75
歳
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◎日本赤十字社の事業
　日本赤十字社は、「人間を救うのは、人間だ。」を旗印に災害
救援活動や国際救援活動、血液事業、医療事業、ボランティア養
成事業など、様々な事業を展開しています。

◎赤十字活動資金の使い道
●平時の備え
災害救護訓練：大規模災害や豪雨など様々な災害に備えて救
護員の研修や各種関係機関と連携した救護訓練等に参加し、災
害救護体制のさらなる強化を図ります。

災害救護物資の備蓄：災害時に配分するため、県内37ヵ所の地
域に毛布とタオルケット、緊急(日用品)セットを備蓄しています。

ボランティアの育成：災害時はもちろん、日頃から地域・学校
で活躍するボランティアを育成し、地域のニーズに即した奉仕団
活動の充実に努めます。

●災害が発生したとき
災害救援物資の配分：離島を含め県内37ヵ所の地域に毛布
やタオルケット、緊急（日用品）セットなどを備蓄しており、災害
発生時には速やかに災害救援物資をお届けします。

医療救護：被災地の医療ニーズに合わせ、救護所の設置や巡回
診療を行います。

こころのケア：災害は、身体だけではなくこころにも大きな傷を
残してしまいます。少しでもこころが安まるように寄り添います。

■日本赤十字社伊仙町分区集落別実績額表
（令和４年８月３１日現在）

■例えば500円のご協力なら

令和4年度
一般会計歳入歳出

予算より

災害救護活動事業と
救護看護師養成のために

救急法等講習の
ために

赤十字奉仕団・
青少年赤十字
育成のために

赤十字思想
普及のために

社会福祉事業の
ために

全国的な赤十字活動のために

市町村における
赤十字活動のために　

赤十字活動の
運営と推進の
ために

将来の赤十字
活動のために

60円

30円

42円

65円

2円
55円

70円

110円

66円

特集 社会福祉協議会より

日本赤十字社の活動をご支援くださり
ありがとうございました。
伊仙町の各集落よりいただきましたご寄付の実績をお知らせいたします。

集落区分 令和４年度実績額

喜念 57,600
佐弁 10,000
東目手久 25,000
西目手久 4,000
東面縄 28,500
上面縄 29,600
古里 0
上検福 13,500
下検福 27,600

東伊仙東・御前堂 47,500
東伊仙西 31,000
中伊仙東 12,500
中伊仙西 21,500
西伊仙東 40,600
西伊仙西 30,000
阿三・鹿浦 42,000
馬根・中山 18,300
阿権 39,500
木之香 28,100
東犬田布 0
西犬田布 37,000
崎原 0
上晴 12,700

糸木名・八重竿 12,500
河地 31,000
小島 20,000
その他 —
合計 620,000

みなさまからいただいたご寄付は、
苦しむ人を救う様々な活動に大切に

使わせていただいています。



　島内の方を講師に招き、地域の素材を活用し、自然や歴史、伝統文化について
地元の親子を対象に絆を深め、学ぶことを目的に活動を行う。
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　伊 仙町 総合 体育館にて、徳 之島町母間にある「工
こうぼう

房 
海
かいさい

彩」の池
いけむら

村 茂
しげる

先生を講師にお招きし、夜光貝を使ったア
クセサリー作りを体験しました。
　何種類かの紙やすりを使用して研磨していく作業は、とて
も根気がいることでしたが、子どもたちは一生懸命に夜光貝
を磨いていました。
　池村先生とみんなの努力で、世界にひとつだけのアクセサ
リーが完成しました。

　面縄港にて追い込み漁を実施しました。
　網の仕掛けは、スタッフが行い、参加者は魚の追い込みと、
網を引きあげる作業を行いました。追い込む際は、思っている
以上に水深が深く子どもたちは前に進むのも一苦労でした。
　また、網からはずし、捕れた魚を見て子どもたちが興奮し
ている姿も見られました。捕れた魚は、じゃんけんをして参
加者全員で持ち帰りました。
　追い込み漁を通して、海の危険や徳之島の自然の大切さ
を学びました。

「夜光貝のアクセサリー作り体験」

「親子でアウトドアチャレンジ！！」

令和４年度

いせん親子チャレンジ教室

◎場所：総合体育館  ◎参加人数：37 名令和 4 年 6 月18 日（土）

◎場所：面縄港  ◎参加人数：46 名令和 4 年 8 月 27日（土）
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「
移
動
に
困
ら
な
い
社
会
」
実
現
へ

健
全
育
成
を
願
っ
て

08
08

08
17

　

本
町
は
株
式
会
社
N
T
T
デ
ー
タ
お
よ

び
株
式
会
社
N
T
T
デ
ー
タ
オ
ー
ト
モ
ビ

リ
ジ
ェ
ン
ス
研
究
所
と
、 「
高
齢
者
・
障
が

い
者
向
け
の
自
動
運
転
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ

テ
ィ
導
入
事
業
」
の
推
進
に
向
け
た
連
携
協

定
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
３
者
間
に
お
い
て
、 

研
究
開
発
・
実

証
実
験
・
運
用
実
験
に
つ
い
て
協
働
し
て
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
が
提
案
し
た
「
高
齢
者
・
障
が
い
者
向

け
の
自
動
運
転
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
導

入
事
業
」
は
、 

令
和
4
年
7
月
13
日
（
水
）

に
内
閣
府
の
「
未
来
技
術
社
会
実
装
事
業
」

及
び
国
土
交
通
省
道
路
局
「
内
閣
府
未
来
技

術
社
会
実
装
事
業
と
連
携
し
た
自
動
運
転

　

伊
仙
町
教
育
委
員
会
教
育
長
室
に
て
、
恒

例
の
「
教
育
助
成
商
品
券
」
贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
伊
仙
町
商
工
ス
タ
ン
プ
会

（
会
員
29
事
業
所
）
の
佐
藤 

隆
志
会
長
が
、

「
子
ど
も
は
伊
仙
町
の
宝
。
コ
ロ
ナ
禍
で
状

況
は
厳
し
い
が
、
今
後
も
で
き
る
限
り
協
力

を
続
け
た
い
」
と
本
町
の
宝
で
あ
る
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
を
願
っ
て
伝
達
さ
れ
、
伊

田 

正
則
教
育
長
へ
目
録
と
商
品
券
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

■
教
育
に
役
立
て
る

　

町
内
全
小
中
学
校
11
校
に
１
万
円
ず
つ
贈

呈
さ
れ
た
商
品
券
は
、
例
年
、
文
房
具
購
入

や
校
内
緑
化
の
た
め
の
苗
や
肥
料
の
購
入
な

ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

商
品
券
の
贈
呈
は
20
年
以
上
続
く
恒
例
行

事
で
あ
り
、
教
育
長
は
「
町
内
中
学
で
勤
務

し
て
い
た
際
も
商
品
券
を
い
た
だ
い
た
が
使

い
勝
手
が
よ
く
、
と
て
も
有
り
難
か
っ
た
。

少
し
で
も
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
役
立
て
た

い
」
と
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
導
入
支
援
事
業
」
に
選
定
さ
れ
ま

し
た
。（
全
国
で
4
自
治
体
の
み
）

　

今
後
、 

株
式
会
社
N
T
T
デ
ー
タ
と
株

式
会
社
N
T
T
デ
ー
タ
オ
ー
ト
モ
ビ
リ

ジ
ェ
ン
ス
研
究
所
と
共
に
、 

高
齢
者
、 

障
が

い
者
お
よ
び
運
転
免
許
を
持
た
な
い
方
な
ど

の
交
通
弱
者
向
け
の
問
題
を
自
動
運
転
の
技

術
を
活
用
し
て
解
決
し
、 

地
方
が
抱
え
る
交

通
問
題
解
決
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
べ
く

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
事
業
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る「
高
齢
者
・

障
が
い
者
向
け
の
自
動
運
転
」
は
、 

本
町
が

掲
げ
る
「
老
若
男
女
、 

障
が
い
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
全
て
の
ひ
と
が
活
躍
す
る
ま
ち
」

構
想
と
リ
ン
ク
し
て
お
り
、 

町
施
策
の
推
進

が
さ
ら
に
加
速
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
、 

伊
仙
町
内
の
農
業
高
校
跡
地
を
活

用
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
等
や
公
道
を

使
用
し
て
、 

自
動
運
転
の
実
証
実
験
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。
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夏
休
み
親
子
料
理
教
室

商
品
券
出
発
式

08
27

09
02

　

ほ
ー
ら
い
館
の
調
理
室
に
て
、
伊
仙
町
食

育
推
進
協
議
会
主
催
の
「
夏
休
み
親
子
料
理

教
室
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
12
名
の
親
子

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

伊
仙
町
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん

と
、「
油
そ
う
め
ん
」「
パ
パ
イ
ヤ
の
サ
ラ
ダ
」

「
あ
お
さ
天
ぷ
ら
」「
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
ゼ

リ
ー
」
を
各
班
で
調
理
し
、
子
ど
も
た
ち
も

包
丁
を
使
っ
て
野
菜
を
切
っ
た
り
、
フ
ラ
イ

パ
ン
で
炒
め
た
り
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　

盛
り
付
け
、
片
付
け
ま
で
終
始
楽
し
そ
う

な
様
子
が
見
受
け
ら
れ
、
親
子
の
楽
し
い
夏

休
み
の
思
い
出
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

ご
協
力
、
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
み
な

さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
の
た
め
、
調
理
し
た
料
理
は
持
ち
帰
り
ま

し
た
。

　

役
場
町
長
室
に
て
「
令
和
4
年
度
伊
仙
町

生
活
応
援
商
品
券
」
の
出
発
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

本
事
業
は
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
た
対
策
事
業
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
町
内
の
事
業

者
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
外
出
自
粛
な
ど

活
動
機
会
を
制
限
さ
れ
て
い
る
町
民
の
み
な

さ
ま
の
生
活
支
援
を
目
的
と
し
て
、
町
民
1

人
当
た
り
1
万
5
千
円
分
の
商
品
券
を
配
布

す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
商
品
券
の
内
訳
は
、
町
商
工
会
加
盟

店
専
用
券
が
1
万
円
分
、
商
工
会
加
盟
・
非

加
盟
店
問
わ
ず
使
用
で
き
る
共
通
券
5
千
円

分
と
な
っ
て
お
り
、
使
用
期
限
は
令
和
5
年

1
月
31
日
ま
で
で
す
。



INFORMATION各課からみなさまへ。暮らしに役立つお知らせです。
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⃝

未
来
創
生
課

⃝
き
ゅ
ら
ま
ち
観
光
課

⃝

県
立
大
島
病
院

●
高
齢
者
と
そ
の
ま
わ
り
の
方
に

気
を
付
け
て
ほ
し
い

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル 

最
新

 10 
選

●
11
月
は
不
法
投
棄
防
止

　
強
化
月
間
で
す
。

●
初
診
時
・
再
診
時
の
選
定

　
療
養
費
の
改
定
等
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
等
の

根
絶
を
図
る
た
め
、
毎
年
11
月
を
「
不
法
投

棄
防
止
強
化
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
不
法
投
棄
防
止
の
啓
発
活
動

や
不
法
投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
強
化
し

て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
重

大
な
犯
罪
で
す（
5

年
以
下
の
懲
役
、

1,
0
0
0
万
円
以

下
の
罰
金
又
は
こ
の

併
科
）
。
こ
の
機
会

に
一
人
ひ
と
り
が
、

「
不
法
投
棄
を
し
な

い
。
さ
せ
な
い
。
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
電
話

を
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
不
法
投
棄
の

な
い
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
4
年
4
月
の
診
療
報
酬
等
改
定
に

よ
り
、
初
診
時
・
再
診
時
の
選
定
療
養
費

が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
立
大
島
病
院
で
は
初
診
時
選
定
療
養

費
（
特
定
初
診
料
）
及
び
再
診
時
選
定
療
養

費
の
変
更
並
び
に
徴
収
が
義
務
付
け
ら
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
左
記
の
と
お
り
初
診
時
・

再
診
時
選
定
療
養
費
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

ご
不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
院

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
仙
町
役
場 

未
来
創
生
課

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
24
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
仙
町
役
場 

き
ゅ
ら
ま
ち
観
光
課

　
T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
70
）

　

県
庁
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課

　
T
E
L

：

0
9
9-

2
8
6-

3
8
1
0

　
　

                       

（
サ
ン
パ
イ 

ゼ
ロ
）

●
実
施
日

　

令
和
4
年
10
月
1
日
（
土)

か
ら

●
初
診
時
選
定
療
養
費（
特
定
初
診
料
）

※
税
込
み

●
再
診
時
選
定
療
養
費  

※
当
院
か
ら
他
の
医
療
機
関
に
紹
介

後
、
患
者
さ
ん
の
判
断
で
、
引
き
続

き
当
院
を
受
診
さ
れ
る
場
合
に
徴
収

医科 7,000円

歯科 5,000円

医科 5,000円

歯科 3,000円

変
更
後

変
更
前

　

な
お
、
次
の
場
合
は
徴
収
の
対
象
外
に

な
り
ま
す
。
（
一
部
例
示
）

●
初
診
の
場
合

①
紹
介
状
を
持
参
す
る
場
合

②
当
院
通
院
中
で
、
院
内
紹
介
さ
れ
て

新
た
な
診
療
科
を
受
診
す
る
場
合

③
救
急
車
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
搬
送
に

よ
り
来
院
し
た
場
合
（
搬
送
以
外

で
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
受
診
さ

れ
た
方
は
対
象
と
な
り
ま
す
。
）

④
労
働
災
害
、
公
務
災
害
、
交
通
事
故

及
び
予
防
接
種
の
場
合

⑤
外
来
受
診
後
そ
の
ま
ま
入
院
と
な
っ

た
場
合

⑥
公
費
負
担
医
療
制
度
を
利
用
し
て
い

る
場
合

⑦
そ
の
他
、
医
療
機
関
が
直
接
受
診
す

る
必
要
性
を
認
め
た
場
合

●
再
診
の
場
合

①
救
急
車
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
搬
送
に

よ
り
来
院
し
た
場
合
（
搬
送
以
外

で
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
受
診
さ

れ
た
方
は
対
象
と
な
り
ま
す
。
）

②
労
働
災
害
、
公
務
災
害
、
交
通
事
故

及
び
予
防
接
種
の
場
合

③
外
来
受
診
後
そ
の
ま
ま
入
院
と
な
っ

た
場
合

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

県
立
大
島
病
院
経
営
課

　
　

T
E
L

：

0
9
9
7-

5
2-

3
6
1
1

　
　

平
日 

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

医科 3,000円

歯科 1,900円

医科 2,500円

歯科 1,500円

変
更
後

変
更
前

い
た
し
ま
す
。

　

産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら
、

き
ゅ
ら
ま
ち
観
光
課
ま
た
は
、
県
庁
廃
棄
物
・

リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
と
、
高
齢
者
を
見
守
る
方
々
に

向
け
て
、
今
、
特
に
気
を
付
け
て
ほ
し
い

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
は
ひ
と
ご
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
自
分
は
大
丈
夫
と
思
い
こ
ま

ず
、
日
頃
か
ら
い
ろ
い
ろ
な 

消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
へ
は

家
族
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
職
員
か
ら
で
も
相
談

屋
根
や
外
壁
、
水
回
り
な
ど
の

「
住
宅
修
理
」

①
保
険
金
で
住
宅
修
理
で
き
る
と
勧
誘

す
る 「
保
険
金
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
」

②
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
話
、電

力
・
ガ
ス
の
契
約
切
り
替
え
」

③
「
ス
マ
ホ
」
の
ト
ラ
ブ
ル

④
健
康
食
品
や
化
粧
品
、
医
薬
品
な

ど
の
「
定
期
購
入
」

⑤
パ
ソ
コ
ン
の
「
サ
ポ
ー
ト
詐
欺
」

⑥
「
架
空
請
求
」、

「
偽
メ
ー
ル
・
偽
Ｓ
Ｍ
Ｓ
」

⑦
在
宅
時
突
然
の

「
訪
問
勧
誘
・
電
話
勧
誘
」

⑧
「
不
安
を
あ
お
る
、
同
情
や
好
意

に
つ
け
こ
む
勧
誘
」

⑨
便
利
で
も
注
意

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
」

⑩

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
被
害
の
拡
大
を

防
ぐ
た
め
に
、
身
近
な
高
齢
者
が
ト
ラ
ブ

ル
に
あ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
気
付

い
た
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
身
近
に
い
る
家
族

な
ど
、
ま
わ
り
の
方
が
日
頃
か
ら
本
人
の

生
活
や
言
動
、
態
度
な
ど
の
様
子
を
見
守

り
、
変
化
に
い
ち
早
く
気
付
く
こ
と
が
と

て
も
重
要
で
す
。
不
審
な
電
話
や
訪
問
を

受
け
た
時
の
対
応
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら

よ
い
か
な
ど
に
つ
い
て
、
話
し
合
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

※
税
込
み



町長の動き
伊仙町長の1 ヵ月の主な動静を紹介いたします。

月日 行事 場所

16（火） 伊仙町名誉町民推進委員会 伊仙町

17（水） 令和4年度公共交通活性化協議会 天城町

18（木） 鹿児島県庁交通政策課長 来庁 伊仙町

22（月） 面縄港整備に関する中央要望活動 東京都

23（火） ( 株 ) ルネサンス 来庁 伊仙町

24（水）

令和 4 年度徳之島事務所地域土木事業連絡会 徳之島町

鹿児島商業高校・鹿児島高校女子剣道部
合宿歓迎セレモニー 伊仙町

大島支庁長 来庁

29（月）
令和 4 年度徳之島用水土地改良区第 3 回理事会 徳之島町

( 株 ) 時事通信社 来庁

伊仙町

30（火） 特定地域づくり事業協同組合設立総会

31（水） ( 株 )NTT データ 来庁

9/1（木） 職員全体朝礼

2（金）
令和 4 年度伊仙町生活応援商品券出発式

わんぱく相撲奄美大島場所 in 伊仙  大会報告

6（火） 第 3 回伊仙町議会定例会（本会議）

7（水） 第 3 回伊仙町議会定例会（本会議）

8（木） 第 3 回伊仙町議会定例会（本会議）

9（金） 第 3 回伊仙町議会定例会（特別委員会）

10（土） 令和 4 年度体育大会（徳之島高等学校） 徳之島町

11（日） 令和 4 年度第 75 回体育祭（犬田布中学校）

伊仙町

12（月） 第 3 回伊仙町議会定例会（特別委員会）

13（火） 第 3 回伊仙町議会定例会（特別委員会）

14（水） 第３回伊仙町議会定例会 ( 最終本会議 )

15（木） 世界自然遺産の保全と活用の進め方意見交換会

9

広
報
いせ
ん
の

        

あ
ゆ
み

第8回

伊
仙
町

町
制
施
行
60
周
年
特
別
連
載 　今回は17年前の平成17年3月号より、徳之島農業高校体験学習

「第3回マーサムン」の様子を掲載した記事をご紹介します。
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プログラム

午後1時
オープニング
（社会を明るくする運動応援
ソング、島唄）

午後
1時30分 関係者挨拶

午後2時 基調講演

午後
2時45分

パネルディスカッション
【パネリスト】
・福祉団体・医療関係
・就労支援・保護司会
【コーディネーター】
・精神保健福祉士

午後
4時20分 閉会の挨拶

⃝

く
ら
し
支
援
課

⃝

鹿
児
島
労
働
局

⃝

未
来
創
生
課

●
鹿
児
島
県
再
犯
防
止
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
～
依
存
症
に
つ
い
て
考
え
る
～

●
鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が

　
時
間
額
「
８
５
３
円
」
に

　
改
正
さ
れ
ま
す
！

●「
前
里
屋
敷
」

　
ご
利
用
受
け
付
け
・

　
お
問
い
合
わ
せ
窓
口
変
更
の

　
ご
案
内

●「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」

　
ご
利
用
受
け
付
け
・

　
お
問
い
合
わ
せ
窓
口
一
部
変
更

の
ご
案
内

　

鹿
児
島
県

で
は
、
県
再

犯
防
止
推
進

計
画
に
基
づ

き
、
刑
務
所

等
か
ら
社
会

に
戻
っ
た
人

た
ち
の
再
犯

防
止
に
取
り

組
ん
で
い
ま

す
。
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で

は
、
テ
ー
マ

を
「
依
存
症

に
つ
い
て
考

え
る
」
と
し
、
薬
物
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
窃

盗
症
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
ほ
か
、
近
年
問
題

と
な
っ
て
い
る
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
へ
の
依

　

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が
、
令
和
４
年
10

月
６
日
か
ら
時
間
額
「
８
５
３
円
」
に
改

正
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
、
使
用
者
は
、
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃

金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
特
定
の
産
業
の
労
働
者
と
使
用

者
に
適
用
さ
れ
る
特
定
（
産
業
別
）
最
低

賃
金
は
、
高
い
方
の
最
低
賃
金
額
以
上
の

賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
4
年
9
月
1
日
よ
り
前
里
屋
敷
の

ご
利
用
受
け
付
け
・
お
問
い
合
わ
せ
窓
口

が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
使
用
に
必
要
な
書
類
等
は
伊
仙
町
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い

た
だ
け
ま
す
。
新
し
い
窓
口
は
下
記
よ
り

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

令
和
4
年
9
月
1
日
よ
り
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
内
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
室
・
テ
レ

ワ
ー
ク
室
・
Ｔ
Ｖ
会
議
室
の
ご
利
用
受
け

付
け
・
お
問
い
合
わ
せ
窓
口
が
変
更
と
な

り
ま
し
た
。

※
オ
フ
ィ
ス
１
・
２
・
３(

島
外
の
定
期

使
用
者
向
け)

の
窓
口
の
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。
新
し
い
窓
口
は
左
記
よ
り
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　

令
和
4
年
10
月
21
日
（
金
）

午
後
1
時
～
4
時
30
分

■
会
場

奄
美
文
化
セ
ン
タ
ー
（
ホ
ー
ル
）

■
対
象
者

・
市
民
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
・
就

労
・
防
犯
団
体
・
協
力
雇
用
主
・
金
融

機
関
・
行
政
・
保
護
司

■
参
加
費
用

無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　

北
大
島
保
護
区
保
護
司
会

（
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

　

T
E
L

：
0
9
9
7-

5
7-

7
8
0
0

　

南
大
島
保
護
区
保
護
司
会

（
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

　
T
E
L

：

0
9
9
7-

8
3-

2
1
0
1

■
お
問
い
合
わ
せ

　

鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室

　

T
E
L

：

0
9
9-

2
2
3-

8
2
7
8

　

名
瀬
労
働
基
準
監
督
署

　

T
E
L

：

0
9
9
7-

5
2-

0
5
7
4

■
受
け
付
け
・
お
問
い
合
わ
せ

　

一
般
社
団
法
人 

長
寿
子
宝
社

　

伊
仙
町
伊
仙
3
0
7
1-

1 

泉
芳
朗
館

　

T
E
L

：

0
9
9
7-

8
6-

3
6
1
1

■
受
け
付
け
・
お
問
い
合
わ
せ

【
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
室
・

   

テ
レ
ワ
ー
ク
室
・
Ｔ
Ｖ
会
議
室
】

一
般
社
団
法
人 

長
寿
子
宝
社

伊
仙
町
伊
仙
3
0
7
1-

1 

泉
芳
朗
館

T
E
L

：

0
9
9
7-

8
6-

3
6
1
1

【
オ
フ
ィ
ス
１
・
２
・
３

  (

島
外
の
定
期
使
用
者
向
け)

】

伊
仙
町
役
場 

未
来
創
生
課

伊
仙
町
伊
仙
1
8
4
2

T
E
L

：

0
9
9
7-

8
6-

3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
代
表
）

存
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
支
援
の
現
状
や

課
題
等
に
つ
い
て
議
論
し
ま
す
。



ご本人からの申請によって、保険料の納付猶予または全額、もしくは一部（4分の1、半額、
4分の3）が免除になる制度があります。

例えば、全額免除の期間は、保険料を納めなくても、年金額が2分の1保障されます。
（免除の手続きを行わず未納の場合は保障されません）
※納付猶予は年金の受給資格期間には含まれますが、年金額には計算されません。

免除された保険料は、10年以内であれば、後から納めること（追納）ができます。
免除された期間があると、保険料を全額納付したときに比べ、将来受け取る年金額が少なくなります。追納する
と、保険料を全額納付したときと同じになります。
・老齢基礎年金を受け取っている方は追納できません。
・免除の承認を受けた期間の翌年度から数えて3年度目以降に追納をする場合は、当時の保険料額に一定額が加
算されます。

免除の割合に応じて、一定の年金額が保障されます!

国民年金保険料の納付が困難な方へ

※ご不明な点は、伊仙町役場 くらし支援課 年金係までお問い合わせください。
TEL.81-7676（直通）　86-3111（内線58）

国民年金保険料の免除・納付猶予申請が可能です!
国民年金保険料の免除・納付猶予制度について

次に該当する方は、特例免除を申請できます!

産前産後期間の保険料免除制度があります!

免除された保険料を後から納めることはできますか?

①退職（失業等）により納付が困難な方

●保険料を納めることが困難な場合

メリット1

病気や事故で障害が残ったときの障害年金や、一家の働き手が亡くなったときの遺族
年金を受け取ることができます。

申請者本人、世帯主または配偶者のいずれかが退職（失業等）された方
※退職（失業等）された方の前年の所得をゼロとして審査します。

万が一の際にも保障を確保!

対象となる方

失業等のあった月の前月から翌々年6月まで
※免除等申請ができる期間
・過去期間・・・・・・申請書が受理された月から2年1ヵ月前（すでに保険料が納付済の月を除く）まで。
・将来期間・・・・・・翌年の6月（1月～6月に申請したときは、その年の6月）分まで。
ただし、1枚の申請書で申請できるのは、7月から翌年の6月までの12ヵ月間となりますので、必要
に応じて年度ごとに申請書を提出してください。

保険料の納付が
免除される期間

メリット2

産前産後免除期間として認められた期間は保険料を全額納付した期間としてみなされ
て、将来の年金受給額に反映されます。
届出しないと免除にならないため、早めの手続きをお勧めします。
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人口の動き
（2022 年8月末日現在）
※総人口は、外国人含む。

総人口 6,366 人

男 3,239 人

女 3,127 人

世帯数 3,467 世帯

出生 0 人

死亡 11 人

転入 27 人

転出 19 人
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これからも
げんきに
おおきく
なってね☺

伊 仙 町 商 工 会 の 窓

わが町のアイドル募集！

 伊仙町役場  未来創生課
 TEL 86-3111（内線 27）お問い合わせ

町のみなさんに素敵な笑顔を届けてみませんか？
毎月10日までに、右記二次元コードを読み取り、必要事項
を入力し、掲載希望写真を添付いただきご送付ください。

吉
よ し だ

田 ゆずちゃん（5歳）

T E L 090-3326-2545住   所 伊仙町阿三字瀬田海 857

 お 買 い 物 は 、ぜ ひ 町 内でお 願 いします。

長寿・子宝日本一の
町！

かき氷販売も行っています。
ぜひご利用ください。

ゲストハウス瀬田


